
哲
学
堂
八
景

出
野
尚
紀
ミ
ー
§

0
．
は
じ
め
に

　
学
祖
井
上
圓
了
（
以
下
円
了
）
が
創
設
し
た
「
哲
学
堂
」
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
哲
学
堂
八
景
」
と
称
さ
れ
る

景
観
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
瀟
湘
八
景
を
起
源
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
八
景
」
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
「
八
景
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
、

瀟
湘
八
景
や
日
本
各
地
の
八
景
を
真
似
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
（
－
）
。

　
近
年
、
日
本
各
地
に
見
ら
れ
る
「
八
景
」
に
つ
い
て
、
国
立
環
境
研
究
所
を
中
心
に
総
合
的
な
研
究
が
行
わ
れ
、
『
八
景
の
分
布

と
最
近
の
研
究
動
向
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
2
）
。
こ
の
な
か
で
日
本
国
内
外
各
地
の
八
景
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
る

と
同
時
に
、
日
本
国
内
に
お
け
る
八
景
の
リ
ス
ト
が
資
料
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ
た
研
究
も

発
表
さ
れ
て
い
る
（
3
）
。
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
は
、
各
地
の
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
方
法
で
、
「
八
景
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
？
）
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
で
は
、
藤
田
・
和
田
「
“
ま
ち
づ
く
り
”
“
ま
ち
お
こ
し
”
と
し
て
の
「
八

景
」
1
現
代
の
八
景
を
中
心
に
　
」
の
本
文
中
で
「
例
え
ば
、
室
町
期
の
『
博
多
八
景
』
や
浮
世
絵
で
有
名
な
『
飛
鳥
山
十
二
景
』

が
漏
れ
て
い
る
」
（
5
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
洩
れ
」
が
生
じ
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
円
了
が
定
め
た
「
哲
学
堂
八
景
」

も
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
の
リ
ス
ト
（
6
）
か
ら
洩
れ
て
い
る
。

　
円
了
は
、
「
哲
学
堂
」
の
園
内
各
地
点
に
、
「
七
十
七
場
」
と
総
称
さ
れ
る
哲
学
を
学
ぶ
た
め
に
哲
学
用
語
を
用
い
て
、
巡
覧
の
目

119　哲学堂八景



安
と
な
る
よ
う
な
巡
礼
地
と
も
い
え
る
名
称
を
つ
け
た
。
こ
の
「
七
十
七
場
」
の
そ
れ
ぞ
れ
名
称
は
、
「
精
神
修
養
的
私
設
公
園
」
（
7
）

と
い
う
昂
口
学
堂
」
本
来
の
目
的
を
表
す
標
識
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
の
「
哲
学
堂

公
園
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
整
備
事
業
」
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
名
称
を
記
す
石
柱
が
建
て
ら
れ
、
案
内
や
看
板
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
「
哲
学
堂
八
景
」
は
、
二
〇
一
一
年
現
在
で
は
、
中
野
区
立
哲
学
堂
公
園
内
の
案
内
や
看
板
類
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

哲
学
館
移
転
予
定
地
の
風
景
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
「
哲
学
堂
八
景
」
が
、
哲
学
堂
開
園
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
円
了
が
、
周
囲
の
変
遷
に
よ
っ
て
移
り
変
わ
る
景
観
で
あ
る
「
哲
学
堂
八
景
」
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

た
せ
よ
う
と
考
え
た
の
か
に
つ
い
て
、
選
定
し
た
経
緯
や
動
機
、
そ
し
て
、
他
の
八
景
と
く
ら
べ
て
の
特
徴
を
考
察
し
た
い
。
そ
し

て
、
本
稿
が
、
八
景
研
究
に
一
片
の
寄
与
を
果
た
せ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
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1
．
「
八
景
」
の
概
略

1
－
1
．
辞
童
目
・
辞
典
の
定
義

　
円
了
の
「
哲
学
堂
八
景
」
が
一
般
の
「
八
景
」
と
異
な
る
際
立
っ
た
特
色
を
持
つ
か
、
そ
れ
と
も
、
当
時
、
共
通
し
て
持
っ
て
い

た
観
念
と
一
致
す
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
、
国
語
辞
書
で
「
八
景
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
こ
れ
で
現
代
の
日
本
人
が
持
つ
「
八
景
」
の
概
念
の
代
表
と
し
た
い
。

　
『
広
辞
苑
』
で
は
、
二
地
方
の
八
つ
の
景
勝
。
中
国
の
瀟
湘
八
景
に
お
こ
る
。
日
本
で
は
、
こ
れ
に
な
ら
っ
た
近
江
八
景
・
金
沢

八
景
な
ど
が
あ
る
。
」
（
8
）
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
辞
林
』
で
は
、
「
八
つ
の
す
ぐ
れ
た
景
色
。
中
国
の
瀟
湘
八
景
が
起
源
。
日

本
で
は
近
江
八
景
・
金
沢
八
景
な
ど
が
あ
る
。
」
〔
9
）
と
し
、
『
大
辞
泉
』
で
は
コ
国
、
一
地
方
な
ど
で
特
に
す
ぐ
れ
た
八
か
所
の

景
色
。
中
国
の
瀟
湘
八
景
に
始
ま
る
。
日
本
で
は
近
江
八
景
・
金
沢
八
景
・
南
都
八
景
な
ど
」
（
－
o
）
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
日
本
国



語
大
辞
典
』
で
は
、
「
あ
る
地
域
で
、
特
に
す
ぐ
れ
た
八
か
所
の
景
色
。
中
国
の
瀟
湘
八
景
に
は
じ
ま
り
、
わ
が
国
に
も
近
江
八
景
、

南
都
八
景
、
金
沢
八
景
、
伏
見
八
景
、
佐
賀
八
景
、
明
石
八
景
、
松
島
八
景
な
ど
が
あ
る
。
」
〔
1
1
）
と
な
っ
て
お
り
、
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
地
名
が
増
え
て
い
る
。

　
中
国
が
起
源
と
国
語
辞
典
に
記
載
が
あ
る
の
で
、
漢
和
辞
典
で
も
調
べ
て
み
た
い
。
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、
「
八
つ
の
よ
い
景

色
。
」
と
し
、
瀟
湘
・
北
京
・
近
江
・
朝
鮮
半
島
の
関
東
と
四
つ
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
1
2
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
辞
書
類
で
は
、
「
八
つ
の
よ
い
景
色
を
集
め
た
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
、
読
ん
で
字
の
ご
と
し
の
よ
う
な
字
面
の

意
味
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ど
れ
も
起
源
を
中
国
の
瀟
湘
八
景
と
し
て
お
り
、
日
本
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
八
景
」
は
そ
れ

か
ら
派
生
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。

1
：
2
，
瀟
湘
八
景
と
は

　
瀟
湘
八
景
の
「
瀟
湘
」
と
い
う
地
域
は
、
広
西
省
に
源
を
発
し
た
湘
江
（
湘
水
）
が
、
途
中
で
瀟
江
（
瀟
水
）
に
合
わ
せ
て
湖
南

省
を
北
に
流
れ
、
洞
庭
湖
に
注
ぐ
、
そ
の
下
流
域
一
帯
を
指
す
と
い
う
（
1
3
）
。

　
具
体
的
に
瀟
湘
八
景
と
は
、
次
の
八
つ
を
指
す
。

　
　
　
一
、
平
沙
落
雁
　
　
二
、
遠
浦
帰
帆
　
　
三
、
山
市
晴
嵐
　
　
四
、
江
天
暮
雪

　
　
　
五
、
洞
庭
秋
月
　
　
六
、
瀟
湘
夜
雨
　
　
七
、
姻
寺
晩
鐘
　
　
八
、
漁
村
夕
照
〔
1
4
）

　
こ
こ
で
、
「
瀟
湘
夜
雨
」
と
「
洞
庭
秋
月
」
と
地
名
が
入
っ
て
い
て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
具
体
的
な
場
所
の
景
色
で
は
な
く
、
洞

庭
湖
を
含
む
湖
南
省
の
広
大
な
地
域
を
漠
然
と
指
し
て
い
る
（
1
5
）
。
瀟
水
と
湘
水
の
流
域
で
は
範
囲
が
広
く
、
ま
た
、
洞
庭
湖
は
琵

琶
湖
の
数
倍
の
広
さ
を
持
つ
巨
大
な
湖
で
あ
っ
た
た
め
、
「
瀟
湘
」
や
「
洞
庭
」
と
い
う
語
だ
け
で
具
体
的
な
一
点
を
指
す
こ
と
は
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難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
「
瀟
湘
八
景
」
の
形
成
に
は
、
漢
詩
と
絵
画
と
い
う
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。
五
世
紀
南
北
朝
時
代
劉
宋
の
詩
人
柳
揮
や
、
そ
の
後

の
斉
の
詩
人
謝
眺
の
時
代
以
来
、
長
江
に
注
ぐ
洞
庭
湖
の
景
色
は
、
戦
国
時
代
楚
の
屈
原
の
故
事
な
ど
か
ら
、
詩
題
と
し
て
風
景
詩

の
な
か
で
詠
わ
れ
て
い
る
（
1
6
）
。
唐
の
時
代
か
ら
八
景
は
選
定
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
（
1
7
）
。
絵
画
表
現
と
し
て
は
、
十
一
世
紀
北

宋
の
文
人
画
家
宋
迫
が
八
景
を
見
立
て
て
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
。
北
宋
の
沈
括
は
宋
迫
が
「
瀟
湘
八
景
」
を
定
め
た
と
言
及
し

て
い
る
が
、
は
じ
め
か
ら
八
景
を
選
定
し
そ
れ
を
画
い
た
の
か
は
疑
わ
し
く
、
逆
に
八
つ
の
画
題
か
ら
「
八
景
」
と
定
め
ら
れ
た
可

能
性
が
あ
る
〔
1
8
）
。

　
元
代
に
は
、
大
都
（
現
在
の
北
京
）
な
ど
他
の
地
域
で
も
「
八
景
」
を
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
1
9
）
。
ま
た
、
韓
国
に
は
、
十
二

世
紀
に
伝
わ
り
、
十
五
世
紀
に
広
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
忘
れ
ら
れ
た
と
い
う
（
2
0
）
。
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1
－
3
．
日
本
に
お
け
る
八
景
の
受
容

　
日
本
に
「
八
景
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
禅
僧
の
交
流
を
通
し
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
つ
詩
や
画
が
日
本
に
伝
来
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
詩
に
つ
い
て
は
、
禅
僧
大
休
正
年
念
の
『
念
大
休
禅
師
語
録
』

に
あ
る
「
瀟
湘
八
景
詩
」
が
、
一
番
古
い
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、
画
に
つ
い
て
は
、
牧
鉛
、
玉
澗
、
夏
珪
と
張
芳
汝
の
「
瀟
湘
八
景

画
」
が
一
番
古
い
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
。
室
町
時
代
ま
で
の
瀟
湘
八
景
は
、
画
は
大
名
や
貴
族
の
賞
翫
物
と
し
て
存
在
し
、
製
作

は
中
国
画
の
模
倣
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
画
に
た
い
し
て
詩
作
を
行
っ
た
（
2
1
）
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
こ
の
室
町

時
代
ま
で
に
、
鎌
倉
時
代
に
三
箇
所
、
南
北
朝
時
代
に
一
箇
所
、
室
町
時
代
ま
で
に
一
箇
所
の
計
五
箇
所
の
選
定
が
行
わ
れ
た
と
い

う
（
2
2
）
。



　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
後
陽
成
天
皇
の
意
向
が
間
接
的
な
が
ら
作
用
し
て
、
近
衛
信
サ
に
よ
り
現
行
の
近
江
八
景
が
選
定
さ
れ
た

と
い
う
。
こ
こ
で
天
皇
の
権
威
に
よ
る
不
可
変
性
を
と
も
な
っ
て
、
水
墨
画
が
画
か
れ
、
歌
が
添
え
ら
れ
た
〔
2
3
）
。

　
そ
の
後
、
参
勤
交
代
の
制
度
や
参
宮
な
ど
の
た
め
に
、
知
識
階
級
が
多
く
日
本
国
内
を
移
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
、
現
在
ま
で
残
る
「
八
景
」
が
多
く
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
時
代
に
な
る
と
、
さ
ら
に
多
く

の
一
，
八
景
」
が
選
定
さ
れ
た
〔
2
4
）
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
な
か
で
、
近
江
国
の
琵
琶
湖
南
部
の
景
観
で
あ
る
近
江
八
景
や
、
武
蔵
国
最
南
端
の
金
沢
八
景
は
、
多
く
の

紀
行
や
遊
山
で
訪
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
浮
世
絵
師
鈴
木
春
信
は
「
座
敷
八
景
」
を
発
表
し
、
屋
内
の
み
で
完
結
す
る

「
八
景
」
を
画
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
景
勝
と
な
っ
た
り
、
多
く
の
人
が
。
・
貝
う
こ
と
が
で
き
る
作
品
が

発
表
さ
れ
た
り
し
た
の
で
、
庶
民
に
も
「
八
景
」
と
い
う
も
の
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
日
本
で
選
定
さ
れ
た
「
八
景
」
に
は
、
景
物
の
面
か
ら
、
瀟
湘
八
景
を
模
し
た
抽
象
的
な
地
名
と
景
物
の
組
合
せ
。
近
江
八
景
の

よ
う
な
具
体
的
な
地
名
（
地
点
名
）
と
景
物
の
組
合
せ
。
さ
ら
に
、
具
体
的
な
地
名
と
瀟
湘
八
景
か
ら
変
化
し
た
景
物
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
。
具
体
的
な
地
名
だ
け
の
も
の
と
い
う
よ
う
に
区
別
が
で
き
、
瀟
湘
八
景
か
ら
変
化
し
た
景
物
は
変
化
し
た
も
の
が
一
つ

か
ら
全
て
ま
で
の
幅
が
あ
る
。
こ
の
景
物
の
変
化
は
、
日
本
の
多
く
の
地
域
で
「
八
景
」
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
瀟
湘

八
景
」
と
同
じ
よ
う
な
景
観
が
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
景
物
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
（
2
5
）
。
ま
た
、
数
に
つ
い

て
も
「
八
」
以
外
に
、
「
十
」
や
「
十
六
」
な
ど
数
に
増
減
が
あ
る
〔
2
6
）
。

　
そ
し
て
、
元
号
が
平
成
に
な
っ
て
も
、
「
八
景
」
の
選
定
は
続
い
て
行
わ
れ
て
い
る
⌒
2
7
）
。
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2
．
八
つ
の
景
観
の
分
類

　
「
八
景
」
の
景
観
を
表
す
下
部
の
二
字
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
こ
の
二
字
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
上
部
の
場
所
を
表
す
部

分
に
た
い
し
て
、
変
化
の
割
合
か
ら
、
「
八
景
」
か
ら
「
八
景
も
の
」
へ
の
移
ろ
い
。
語
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
景
観
に
た
い
す
る

選
定
者
の
考
え
方
の
変
化
な
ど
が
読
み
取
れ
る
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鈴
木
信
宏
「
東
京
の
八
景
　
江
戸
八
景
に
み
る
移
ろ
い
と

そ
の
構
造
」
（
2
8
）
を
参
考
に
、
解
釈
を
見
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
「
瀟
湘
八
景
」
の
順
番
に
順
序
を
変
え
た
。

　
晴
嵐
は
、
春
も
し
く
は
秋
の
日
中
に
見
ら
れ
る
山
中
の
冷
え
冷
え
と
し
た
空
気
の
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
初
夏
の
薫
風
を
意
味

す
る
青
嵐
と
の
混
同
か
ら
強
風
を
表
現
し
た
作
品
も
多
く
、
ま
た
嵐
の
後
の
穏
や
か
な
晴
れ
間
（
凪
の
状
態
）
と
い
う
解
釈
の
作
品

も
あ
る
。

　
晩
鐘
は
、
沈
む
夕
陽
を
背
景
に
、
山
中
に
あ
る
寺
、
ま
た
は
、
遠
く
に
あ
る
寺
の
鐘
が
聴
こ
え
て
く
る
と
い
う
景
色
で
あ
る
。

　
夜
雨
は
、
季
節
を
問
わ
な
い
が
、
夜
に
降
る
雨
の
景
色
で
あ
る
。
周
り
の
音
を
掻
き
消
す
よ
う
な
雨
音
も
観
賞
の
対
象
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
と
く
に
広
重
に
お
い
て
、
夏
の
夜
の
雨
と
し
て
画
か
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
も

夜
雨
は
詠
わ
れ
て
い
る
。

　
帰
帆
は
、
夕
暮
れ
時
に
、
一
斉
に
港
へ
帰
る
帆
掛
け
舟
の
景
色
で
あ
る
。

　
秋
月
は
、
秋
に
上
空
の
月
と
水
面
に
反
射
す
る
月
明
か
り
と
を
観
賞
す
る
景
色
で
あ
る
。
西
側
か
ら
東
の
空
の
月
を
と
ら
え
る
場

合
が
多
い
。

　
落
雁
は
、
広
が
り
の
あ
る
空
間
に
飛
ぶ
雁
と
鳴
き
声
を
観
賞
す
る
景
色
で
あ
る
。
空
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
雁
を
指
す
場
合
も
あ

る
。　
暮
雪
は
、
夕
暮
れ
時
、
ま
た
は
、
日
没
後
の
雪
を
い
た
だ
い
た
山
を
望
む
景
色
で
あ
る
。
降
る
雪
よ
り
も
、
晴
れ
た
日
に
、
積
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も
っ
た
雪
を
観
賞
す
る
場
合
が
多
い
。

　
ど
れ
も
、
時
間
は
一
日
の
終
わ
り
に
近
く
、
人
が
集
ま
る
市
街
の
よ
う
な
場
所
よ
り
も
、
農
村
や
人
里
離
れ
た
場
所
の
風
情
を
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
日
本
で
は
、
山
紫
水
明
的
な
美
し
さ
を
表
す
表
現
で
あ
る
と
と
っ
て
、
「
八
景
」
を
選
定
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

江
戸
の
さ
ま
ざ
ま
な
八
景
も
、
農
漁
村
風
景
で
あ
る
「
瀟
湘
八
景
」
と
は
逆
説
的
に
、
都
市
で
あ
る
江
戸
と
い
う
町
の
な
か
に
、
そ

の
よ
う
な
都
市
的
喧
曝
を
離
れ
た
場
所
を
選
び
、
描
き
だ
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
秋
と
冬
の
景
色
で
あ
っ
た
も
の

を
、
「
晴
嵐
」
を
「
青
嵐
」
の
よ
う
な
初
夏
の
風
景
と
し
、
「
夜
雨
」
を
真
夏
の
夜
の
雨
と
と
り
、
「
落
雁
」
を
、
冬
鳥
で
あ
る
雁
が

春
に
北
へ
帰
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
一
年
中
に
す
る
場
合
も
あ
る
。

3
．
円
了
と
「
八
景
］

　
円
了
が
「
八
景
」
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
知
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
判
ら
な
い
。
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
読
書
録
」
に
八
景
を
き
ち
ん
と
記
す
よ
う
な
文
献
は
見
ら
れ
な
い
（
2
9
）
。
ま
た
、
『
哲
学
堂
図
書
館
目
録
三
3
0
）
に
記

載
さ
れ
て
い
る
書
籍
リ
ス
ト
に
は
、
『
江
戸
名
所
図
絵
』
や
『
東
海
道
名
所
図
絵
』
と
い
っ
た
金
沢
八
景
や
近
江
八
景
に
言
及
す
る
文

献
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
円
了
自
身
が
、
近
江
八
景
や
金
沢
八
景
の
光
景
の
す
べ
て
を
そ
の
目
で
見
た
こ
と
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
南
船
北
馬
集
」
の
な
か
で
日
本
の
八
景
に
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）

三
月
二
十
二
日
に
、
近
江
八
景
の
な
か
で
「
瀬
田
夕
照
」
と
挙
げ
ら
れ
る
瀬
田
の
唐
橋
を
通
っ
た
と
い
う
も
の
だ
け
で
あ
る
⌒
3
1
）
。

こ
の
ほ
か
に
も
何
度
か
滋
賀
県
を
訪
れ
て
い
る
が
、
近
江
八
景
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
（
3
2
）
。
「
南
船
北
馬
集
」
に
は
、
公
的
な
講

演
旅
行
の
ほ
か
に
、
夫
人
と
伊
勢
、
京
都
を
旅
し
た
「
関
西
漫
遊
日
記
」
の
よ
う
な
私
的
な
旅
行
記
も
含
ま
れ
て
い
る
が
（
3
3
）
、
私
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的
旅
行
で
八
景
を
見
物
し
た
も
の
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
円
了
は
、
第
二
回
海
外
視
察
の
途
中
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
田
舎
行
き
を
希
望
し
た
た
め
、
好
本
督
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
時
代
か
ら
の
知
友
ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ォ
ス
タ
ー
が
所
有
し
て
い
た
、
リ
ー
ズ
市
（
P
m
o
昔
）
郊
外
の
田
園
地
帯
に
あ
る
バ
ル
レ
ー

村
（
バ
ー
リ
ー
切
巨
6
ぺ
）
に
建
つ
、
バ
ッ
ク
レ
ー
氏
邸
に
明
治
］
二
十
六
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
一
日
ま
で
の
約
一
カ
月
、
滞

在
し
た
（
3
4
）
。
そ
の
さ
い
に
都
市
の
外
縁
部
で
あ
る
「
郊
外
」
と
い
う
も
の
の
景
観
に
興
味
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
3
5
）
。

　
ま
た
、
第
三
回
海
外
視
察
の
報
告
書
で
あ
る
『
南
半
球
五
萬
哩
』
の
な
か
に
、
派
生
型
八
景
で
あ
る
「
南
半
球
十
二
勝
」
と
い
う

十
二
の
詩
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
3
6
）
。

　
　
　
一
　
木
曜
島
暁
嵐

　
　
　
五
、
奈
達
湾
冬
月

　
　
　
九
、
羅
浪
江
春
帆

　
そ
の
他
に
も
、
円
了
は
、

　
北
海
道
を
東
西
に
分
け
、

　
　
　
一
、
大
沼
晴
嵐

　
　
　
五
、
雷
電
断
崖

　
こ
れ
が
、

あ
る
と
思
う
。
ま
た
、

　
　
　
一
、
根
室
観
漁

　
　
　
五
、
石
岳
暮
雪

西
八
景
で
あ
る
。

　
　
　
　
余
市
で
は
余
市
八
景
が
明
治
十
年
に
選
定
さ
れ
て
い
る
（
3
8
）
。

　
　
　
　
　
　
二
、
厚
岸
尋
寺
　
　
三
、
釧
路
橋
影
　
　
四
、
十
勝
樟
声

　
　
　
　
　
　
六
、
神
渓
秋
暁
　
　
七
、
浦
河
翻
濤
　
　
八
、
登
別
沸
泉
（
3
9
）

　
二
、
珊
瑚
州
秋
濤
　
　
三
、
志
度
尼
汽
笛
　
　
四
、
米
留
盆
落
葉
（
3
7
）

　
六
、
喜
望
峰
暮
姻
　
　
七
、
伯
刺
爾
珈
園
　
　
八
、
亜
然
丁
牧
田

　
十
、
安
天
山
夏
雪
　
　
十
一
、
摩
世
閾
夜
雨
　
　
十
二
、
三
舎
巷
午
雲

明
治
四
十
四
年
に
発
刊
し
た
『
日
本
周
遊
奇
談
』
の
な
か
で
、
「
八
景
」
を
い
く
つ
か
選
定
し
て
い
る
。

「
八
景
」
を
選
定
し
、
十
六
景
の
そ
れ
ぞ
れ
に
七
言
絶
句
の
漢
詩
を
付
し
て
い
る
。

二
、
軽
川
夕
照
　
　
三
、
余
市
果
林
　
　
四
、
小
樽
汽
笛

六
、
利
尻
岳
雲
　
　
七
、
羽
幌
夜
雨
　
　
八
、
宗
谷
秋
月

　
軽
川
は
今
の
手
稲
で
そ
こ
の
夕
映
え
を
い
い
、
果
林
は
果
樹
林
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
リ
ン
ゴ
園
で
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こ
ち
ら
が
、
東
八
景
で
あ
る
。
尋
寺
は
、
紀
行
作
家
宮
脇
俊
三
が
『
最
長
片
道
切
符
の
旅
』
の
な
か
で
訪
れ
た
蝦
夷
三
大
寺
の
一

つ
国
泰
寺
で
あ
ろ
う
か
（
4
0
）
。
橋
影
と
し
て
川
面
に
映
る
の
は
、
幣
舞
橋
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
掛
け
替
え
ら
れ
た
四
代
目

の
幣
舞
橋
は
、
昭
和
四
十
年
に
選
定
さ
れ
た
釧
路
十
景
に
選
ば
れ
て
い
る
（
4
1
）
。
石
岳
は
石
狩
岳
を
指
す
。
神
渓
は
、
旭
川
の
西
に

あ
り
、
空
知
支
庁
と
上
川
支
庁
と
の
境
界
に
な
っ
て
い
る
神
居
谷
を
い
う
。

　
円
了
が
「
種
々
苦
心
の
結
果
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
訪
れ
た
場
所
か
ら
「
八
景
」
を
選
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
数
の
面
か
ら
、

後
接
す
る
語
の
面
か
ら
の
両
方
で
納
得
す
る
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
晩
鐘
、
落
雁
、
帰
帆
を
付
す
場
所
を
選

ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
寺
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
晩
鐘
の
代
わ
り
に
尋
寺
を
入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
能
登
を
巡
講
し
た
と
き
に
経
由
地
か
ら
能
州
八
景
も
選
定
し
て
い
る
。

　
　
　
一
、
七
尾
の
汽
笛
　
　
二
、
中
居
の
燧
道
　
　
三
、
珠
洲
の
塩
田
　
　
四
、
南
志
見
の
盆
踊
り

　
　
　
五
、
輪
島
の
名
月
　
　
六
、
七
浦
の
断
巌
　
　
七
、
鈍
打
の
駿
雨
　
　
八
、
高
浜
の
炎
暑
（
4
2
）

　
な
お
、
円
了
が
参
考
と
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
末
期
に
七
尾
八
景
が
選
ば
れ
て
い
る
（
4
3
）
。

　
さ
ら
に
、
「
日
本
周
遊
奇
談
』
の
な
か
で
、
「
八
景
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
七
不
思
議
」
も
選
ん
で
お
り
、
諏
訪
の
七
不
思
議
を
昔

か
ら
の
諏
訪
の
七
不
思
議
を
聞
い
て
新
た
に
選
ん
だ
り
、
島
根
、
鳥
取
両
県
の
七
不
思
議
、
北
海
道
、
琉
球
の
七
不
思
議
を
述
べ
た

り
し
て
い
る
（
4
4
〔
。

　
こ
の
よ
う
な
も
の
を
編
む
と
こ
ろ
か
ら
も
、
円
了
に
八
景
に
た
い
す
る
親
近
感
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

4
．
哲
学
堂
八
景
の
景
観

　
哲
学
堂
八
景
は
、
明
治
三
十
七
年
九
月
に
発
行
さ
れ
た

『
東
洋
哲
学
』
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
哲
学
堂
の
記
」
が
公
に
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な
っ
た
始
ま
り
で
あ
る
（
4
5
）
。
こ
の
明
治
三
十
七
年
九
月
は
二
月
に
日
露
戦
争
が
開
戦
し
て
お
り
、
勝
敗
が
定
ま
っ
て
い
な
い
時
期

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
頭
の
隅
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
文
が
書
か
れ
た
の
は
哲
学
堂
、
現
在
の
四
聖
堂
（
以

後
、
建
物
と
し
て
の
哲
学
堂
は
現
称
で
あ
る
四
聖
堂
と
す
る
）
が
、
内
装
の
意
匠
ま
で
完
成
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
4
6
）
。
そ
し

て
、
「
四
聖
堂
の
天
井
」
に
つ
い
て
「
四
聖
堂
の
内
容
」
の
他
に
特
別
に
項
目
を
立
て
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
物
心
を
代
表

せ
る
燈
明
と
香
櫨
と
の
上
に
、
銀
色
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
張
り
、
其
中
央
に
半
球
の
金
色
ガ
ラ
ス
を
挿
入
し
た
、
（
略
）
球
燈
は
金
球

よ
り
直
下
し
、
角
櫨
は
銀
色
ガ
ラ
ス
の
周
邊
よ
り
垂
下
す
る
」
（
4
7
）
と
い
う
天
井
の
意
匠
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
現
在
は
失
わ
れ
た
鶏
卵
宇
宙
説
に
範
を
と
っ
た
照
明
の
構
造
が
、
と
く
に
根
本
に
想
定
し
た
宇
宙
生
成
と
宇
宙
の
構
造
を
説
明

す
る
重
要
な
装
置
で
あ
っ
た
。

　
円
了
の
「
哲
学
堂
の
記
」
に
記
さ
れ
る
順
序
に
従
っ
て
、
「
哲
学
堂
八
景
」
を
列
挙
し
た
い
。

　
　
　
一
、
富
士
暮
雪
　
　
二
、
御
霊
帰
鴉
　
　
三
、
玉
橋
秋
月
　
　
四
、
氷
川
夕
照

　
　
　
五
、
薬
師
晩
鐘
　
　
六
、
古
田
落
雁
　
　
七
、
鼓
岡
晴
嵐
　
　
八
、
魔
松
夜
雨

　
瀟
湘
八
景
と
合
わ
せ
て
記
せ
ば
、
表
一
の
よ
う
に
な
り
、
記
載
の
順
序
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
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表
一
　
瀟
湘
八
景
と
哲
学
堂
八
景
の
比
較

三 ニー　／

山
市
晴
嵐

遠平
Y沙
A落
ｿ雁

瀟
湘
八
景

七 二　六

鼓
岡
晴
嵐

御古
?c
A落?

哲
学
堂
八
景
‘



八 七 六 五 四

漁 姻 蒲 洞 江
村 寺 湘 庭 天
夕 晩 夜 秋 暮
照 鐘 雨 月 雪1

四 五 八 三 一

氷 薬 魔 玉 富
川 師 松 橋 士
夕 晩 夜 秋 暮
照 鐘 雨 月 雪

※
数
字
は
記
載
の
順
、
瀟
湘
八
景
の
順
に
合
わ
せ
た

　
「
哲
学
堂
の
記
」
は
、
四
聖
堂
を
建
て
た
場
所
の
立
地
を
示
す
文
章
で
あ
る
。
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
哲
学
館
退
隠
前
で
あ
り
、
哲

学
館
大
学
移
転
予
定
地
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
そ
の
立
地
の
景
観
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
哲
学
堂
八
景
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
景
観
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
本
堂
は
乾
坤
巽
艮
の
隅
位
に
向
ひ
て
開
き
、
渓
谷
に
臨
み
丘
陵
に
対
し
、
遠
近
の
風
向
頗
る
佳
な
り
、
其
西
南
面
に
は
遙
か
に

富
士
の
雪
峯
の
卓
然
と
し
て
樹
頭
に
秀
出
す
る
を
望
む
、
其
東
南
面
に
は
渓
谷
あ
り
、
之
を
斜
断
せ
る
小
流
あ
り
、
其
名
を
玉
川

と
呼
ぶ
、
玉
川
上
水
の
分
流
な
り
と
い
ふ
、
之
に
駕
し
た
る
小
橋
あ
り
、
其
通
称
は
四
村
橋
な
り
、
蓋
し
四
ケ
村
の
境
界
に
当
れ

る
に
よ
る
、
然
る
に
更
に
雅
名
を
下
し
て
玉
橋
と
な
す
、
是
れ
玉
川
橋
の
略
な
り
、
此
渓
谷
を
隔
て
玉
橋
よ
り
右
方
に
亘
り
一
帯

の
高
原
と
相
対
す
、
之
を
鼓
ケ
原
（
鼓
岡
）
と
称
す
、
昔
し
和
田
の
居
城
あ
り
し
時
に
此
原
頭
に
て
鼓
を
鳴
ら
し
て
練
兵
を
な
し

た
り
と
い
ふ
、
是
れ
其
名
の
由
来
な
り
、
堂
の
東
北
面
に
は
竹
林
あ
り
、
其
地
名
を
葛
ケ
谷
と
称
す
、
竹
林
の
右
方
に
杉
樹
の
並

列
せ
る
あ
り
、
是
れ
社
林
な
り
、
其
中
に
老
杉
の
響
然
た
る
あ
り
神
木
を
以
て
称
せ
ら
る
、
其
社
を
御
霊
社
と
名
く
、
神
功
皇
后

を
祭
る
所
に
し
て
、
葛
ケ
谷
の
鎮
座
な
り
、
此
社
林
と
玉
橋
と
の
中
間
に
し
て
稽
右
方
に
当
り
数
丁
を
隔
て
た
る
丘
上
に
老
松
古

129　哲学堂八景



杉
の
高
く
並
立
せ
る
を
見
る
、
是
れ
又
御
霊
社
な
り
、
之
を
中
井
村
の
鎮
守
と
す
、
も
と
葛
ケ
谷
の
本
社
よ
り
分
立
し
た
る
も
の

な
り
と
伝
ふ
、
其
右
方
に
一
個
の
煙
突
の
高
く
聾
ゆ
る
あ
り
、
是
れ
落
合
の
火
葬
場
な
り
、
是
よ
り
更
に
右
方
に
当
り
遙
に
二
個

の
煙
突
の
樹
間
に
並
列
す
る
を
望
む
、
是
れ
淀
橋
水
道
の
工
場
な
り
、
堂
の
西
北
面
に
は
茅
屋
数
戸
あ
り
て
散
在
す
、
之
を
東
村

と
称
す
、
其
左
方
に
当
り
田
圃
の
間
に
校
舎
の
伏
在
せ
る
を
望
む
、
是
れ
江
古
田
尋
常
小
学
な
り
、
其
右
方
の
背
面
に
当
り
茂
樹

の
勘
葱
た
る
あ
り
、
之
を
氷
川
の
社
林
と
す
、
是
よ
り
東
南
面
の
玉
橋
に
至
る
の
間
は
す
べ
て
江
古
田
と
称
す
、
而
し
て
其
間
の

小
部
落
を
片
山
と
呼
ぶ
、
江
古
田
村
の
一
部
な
り
、
和
田
山
も
東
村
も
共
に
江
古
田
に
属
し
、
葛
ケ
谷
、
中
井
は
落
合
村
に
属

す
、
和
田
山
と
片
山
と
の
間
に
あ
り
て
玉
川
の
渓
流
に
傍
ひ
た
る
一
帯
の
水
田
を
仮
に
古
田
と
名
く
、
其
名
を
江
古
田
の
村
名
に

取
る
な
り
、
江
古
田
お
よ
び
鼓
岡
を
隔
て
x
新
井
村
あ
り
、
村
内
の
薬
師
は
衆
人
の
帰
依
す
る
所
な
り
、
其
距
離
僅
に
数
丁
に
過

ぎ
ざ
れ
ど
も
、
樹
木
の
為
に
遮
ら
れ
て
見
る
こ
と
を
得
ず
、
但
し
其
鐘
声
は
朝
夕
林
を
穿
ち
て
聞
ゆ
、
堂
の
西
方
数
間
を
離
れ
て

一
帯
の
松
林
あ
り
、
其
中
に
孤
松
の
仕
立
す
る
あ
り
、
之
を
俗
に
和
田
山
の
天
狗
松
と
呼
ぶ
、
往
時
人
あ
り
て
此
松
を
伐
ら
ん
と

せ
し
に
、
天
狗
の
為
に
妨
げ
ら
れ
て
果
す
こ
と
を
得
ざ
り
き
と
い
ふ
、
之
を
宜
く
妖
松
又
は
魔
松
と
名
く
べ
し
、
此
魔
松
と
御
霊

社
の
老
杉
と
は
東
西
数
十
町
を
隔
て
〉
猶
ほ
見
る
こ
と
を
得
、
是
れ
実
に
哲
学
堂
の
目
標
な
り
。
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こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
富
士
暮
雪
は
、
四
聖
堂
の
軒
先
か
ら
西
南
方
に
望
む
こ
と
が
で
き
る
冬
の
雪
を
被
っ
て
白
い
富
士
山
が
み

え
る
こ
と
。
御
霊
帰
鴉
は
、
葛
谷
御
霊
神
社
の
社
林
に
住
み
着
い
て
い
る
カ
ラ
ス
が
夕
方
に
帰
っ
て
き
て
、
木
々
の
上
を
飛
ん
で
い

る
光
景
。
玉
橋
秋
月
は
、
四
つ
の
村
が
近
く
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
妙
正
寺
川
に
架
か
る
四
村
橋
と
そ
の
上
に
架
か

る
月
を
い
う
。
な
ぜ
玉
橋
と
い
う
賀
名
が
つ
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
妙
正
寺
池
に
湧
き
出
す
水
を
水
源
と
す
る
妙
正
寺
川
や
少
し

上
流
で
妙
正
寺
川
に
合
流
す
る
江
古
田
川
に
、
玉
川
上
水
の
分
流
で
あ
る
千
川
上
水
か
ら
取
っ
た
用
水
路
の
水
が
注
い
で
い
る
た



め
、
多
摩
川
の
水
が
流
水
の
一
部
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
玉
橋
」
と
命
名
し
た
。
氷
川
夕
照
は
、
江
古
田
氷
川
神
社
の
方
向
の

社
林
が
、
夕
陽
を
反
射
し
て
輝
く
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
命
名
し
た
。
江
古
田
氷
川
神
社
の
ほ
か
に
西
南
方
に
は
、
太
田
道
灌

が
江
古
田
沼
袋
が
原
の
合
戦
の
際
に
杉
を
植
え
た
と
さ
れ
る
、
沼
袋
氷
川
神
社
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
神
社
は
哲
学
堂
に
関
す
る

も
の
か
ら
は
窺
え
な
い
。
薬
師
晩
鐘
は
、
西
南
西
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
新
井
薬
師
梅
照
院
で
朝
夕
に
撞
か
れ
る
鐘
の
音

が
晩
方
に
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
古
田
落
雁
は
、
江
古
田
川
と
妙
正
寺
川
が
流
れ
る
丘
下
の
氾
濫
原
一
帯
が
水
田
と
な
っ
て

い
る
。
秋
の
稲
を
刈
り
取
っ
た
後
の
時
期
に
、
そ
の
上
を
雁
が
隊
列
を
組
ん
で
飛
ん
で
い
た
り
、
降
り
た
っ
て
餌
を
求
め
て
い
た
り

す
る
光
景
で
あ
る
。
鼓
岡
晴
嵐
は
、
江
古
田
の
荘
園
地
頭
で
あ
っ
た
と
い
う
和
田
義
盛
が
、
今
の
哲
学
堂
の
地
に
屋
敷
を
構
え
（
4
8
）
、

南
側
の
丘
で
兵
士
の
演
習
を
行
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
る
。
「
鼓
岡
］
と
い
う
地
名
も
、
そ
の
演
習
で
太
鼓
を
叩
い
て
指
示
を

し
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
の
丘
が
晩
秋
の
冷
え
込
み
で
寒
々
し
い
と
き
に
山
気
が
立
ち
の
ぼ
る
光
景
を
い
う
と
思
わ
れ

る
。
魔
松
夜
雨
は
、
四
聖
堂
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
生
え
て
い
た
、
伐
ろ
う
と
す
る
と
呪
わ
れ
る
と
い
う
伝
説
を
持
つ
、

樹
齢
約
二
百
年
と
い
う
大
松
に
、
時
雨
の
雨
粒
が
音
も
な
く
降
り
注
い
で
い
る
光
景
を
い
う
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
も
、

夏
の
夕
立
や
台
風
の
雨
な
ど
の
時
間
水
量
が
多
い
雨
の
水
滴
が
松
の
梢
を
叩
い
て
い
る
音
が
聞
こ
え
る
、
と
い
う
光
景
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
選
定
当
時
の
哲
学
堂
付
近
の
様
子
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
二
年
測
図
の
地
図
に
、
八
景
に
関
係
す
る
「
鼓
岡
」
と
二
帯
古
田
し

の
名
称
を
足
し
、
傍
線
を
引
い
た
も
の
を
、
図
一
に
掲
げ
る
。
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一
九
九
六
年
）
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こ
の
他
に
哲
学
堂
八
景
に
関
し
て
述
べ
た
も
の
は
、
「
哲
学
堂
の
記
」
を
の
ぞ
く
と
円
了
自
身
に
よ
る
「
哲
界
一
瞥
」
（
磐
、
「
哲



学
堂
の
由
来
」
、
『
哲
学
堂
案
内
』
（
5
0
）
、
そ
し
て
、
前
島
康
彦
の
『
哲
学
堂
公
園
』
の
四
点
の
み
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
、
こ
こ
で

こ
れ
ら
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

　
「
哲
界
一
瞥
」
（
5
1
）
、
「
哲
学
堂
の
由
来
」
（
5
2
）
は
、
記
載
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
八
景
の
名
称
を
列
挙
す
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
『
哲
学
堂
案
内
』
で
も
同
様
に
名
称
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
末
尾
と
い
う
こ
と
も
あ
り
景
観
を
詠
ん
だ
漢

詩
が
続
い
て
い
る
。

庭
外
の
風
景
に
就
き
て
八
景
を
設
け
て
あ
る
。

　
　
一
、
富
士
暮
雪
　
　
二
、
御
霊
蹄
鴉
　
　
三
、
玉
橋
秋
月
　
　
四
、
氷
川
夕
照

　
　
五
、
藥
師
晩
鐘
　
　
六
、
古
田
落
雁
　
　
七
、
鼓
岡
晴
嵐
　
　
八
、
魔
松
夜
雨

　
右
の
説
明
は
鯨
り
煩
は
し
け
れ
ば
略
し
て
置
く
、
但
し
庭
内
の
風
致
に
就
き
て
に
余
の
所
吟
が
敷
十
首
あ
る
、

ら
五
六
首
掲
げ
て
賊
文
に
代
へ
る
こ
と
に
し
ま
せ
う
（
5
3
）
。

此
に
拙
劣
な
が

　
そ
し
て
、
こ
れ
に
続
い
て
、
七
言
絶
句
が
三
つ
、

　
ま
た
、
前
島
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、

る
（
5
5
）
。

五
言
律
詩
が
五
つ
、
七
言
律
詩
が
一
つ
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
5
4
）
。

三
浦
節
夫
「
井
上
円
了
と
哲
学
堂
一
〇
〇
年
」
で
も
同
じ
部
分
を
引
用
し
て
い

　
哲
学
堂
の
西
側
妙
正
寺
川
を
隔
て
た
向
う
側
は
旧
片
山
村
で
雑
木
が
茂
り
、
疎
林
の
上
に
富
士
山
が
眺
め
ら
れ
た
（
富
士
暮

雪
）
。
御
霊
神
社
は
道
路
を
隔
て
て
園
地
の
東
側
に
あ
り
、
昭
和
十
二
、
三
年
頃
ま
で
は
老
杉
が
そ
び
え
、
ね
ぐ
ら
を
求
め
る
鴉

133　哲学堂八景



が
集
ま
っ
た
（
御
霊
帰
鴉
）
。

　
妙
正
寺
川
は
玉
川
の
分
水
と
考
え
て
い
た
円
了
博
士
は
こ
れ
を
玉
渓
と
称
し
て
い
た
。
従
っ
て
そ
の
川
に
架
か
る
四
村
橋
（
園

の
東
南
端
）
を
「
玉
橋
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
名
月
は
美
し
か
っ
た
（
玉
橋
秋
月
）
。

　
夕
陽
は
氷
川
神
社
（
江
古
田
の
総
鎮
守
、
今
の
江
古
田
二
丁
目
）
の
杜
に
し
ず
み
（
氷
川
夕
照
）
、
名
高
い
新
井
薬
師
梅
照
院

（
新
井
五
丁
目
）
の
夕
暮
の
鐘
（
薬
師
晩
鐘
）
が
き
こ
え
る
。

　
「
古
田
」
は
江
古
田
の
田
圃
の
略
で
、
旧
江
古
田
村
の
田
圃
に
は
秋
に
な
る
と
雁
が
わ
た
り
（
古
田
落
雁
）
、
旧
片
山
村
の
丘
陵

を
鼓
ヶ
丘
と
よ
ん
だ
が
、
そ
の
晴
嵐
は
颯
々
と
し
て
快
く
（
鼓
岡
晴
嵐
）
、
そ
し
て
園
内
に
あ
っ
た
「
魔
松
」
（
天
狗
松
）
に
は
静

か
に
夜
の
雨
が
そ
そ
ぐ
（
魔
松
夜
雨
）
。
（
5
6
）
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内
容
面
に
つ
い
て
言
う
と
、
こ
の
前
島
の
説
明
は
、
「
哲
学
堂
の
記
」
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
円
了
は
、
「
哲
学
堂
八
景
」
と
い
う
景
物
す
べ
て
を
詩
題
と
し
た
漢
詩
を
詠
ん
で
は
い
な
い
が
、
詩
の
な
か
に
、

読
み
込
ん
だ
哲
学
堂
に
つ
い
て
の
漢
詩
を
い
く
つ
も
作
っ
て
い
る
。

地
名
や
景
物
を

　
野
方
村
蓋
虚
、
丘
上
設
仙
荘
、
天
狗
松
陰
路
、
幽
霊
梅
畔
堂
、
汲
泉
朝
煮
茗
、
掃
席
晩
焚
香
、
入
夜
裁
詩
句
、
閑
中
自
有
忙
（
5
7
）

　
（
野
方
村
の
外
れ
土
地
に
、
丘
の
う
え
に
仙
人
の
住
ま
い
を
建
設
し
た
、
天
狗
松
が
影
を
つ
く
る
道
、
幽
霊
梅
の
そ
ば
の
お
堂
、

泉
で
水
を
汲
ん
で
朝
に
な
っ
た
ら
お
茶
を
煮
だ
す
、
座
敷
を
掃
い
て
晩
方
に
な
っ
た
ら
香
を
焚
く
、
夜
に
な
っ
た
ら
漢
詩
を
ひ
ね

る
、
閑
暇
が
あ
る
な
か
で
も
自
然
と
忙
し
い
）
。



　
無
客
門
常
鎗
、
菜
畦
路
稽
道
、
洗
心
玉
渓
水
、
養
氣
鼓
岡
風
、
酔
庭
吾
忘
我
、
吟
邊
色
即
空
、
俗
塵
渾
不
到
、
静
坐
守
仙
宮
（
5
8
）

　
（
客
が
来
な
い
の
で
い
つ
も
門
を
閉
ざ
し
て
い
て
も
、
野
菜
畑
の
間
に
畦
道
が
通
じ
て
い
る
、
玉
渓
を
流
れ
る
水
は
心
を
洗
う

よ
う
に
澄
ん
で
い
る
、
鼓
岡
に
吹
く
風
で
気
を
養
い
、
私
は
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
は
我
を
忘
れ
る
、
吟
ず
る
境
地
は
色
即
空
で
あ
っ

て
、
俗
界
の
塵
は
ま
っ
た
く
寄
り
つ
か
な
い
、
静
か
に
座
っ
て
仙
人
の
住
ま
い
を
守
っ
て
い
る
）
。

　
　
野
外
風
光
未
見
冬
、
何
知
雪
色
到
遥
峰
、
夕
陽
影
裏
秋
如
書
、
天
壁
高
懸
白
玉
蓉
（
こ
れ
哲
学
堂
八
景
中
の
富
士
暮
雪
を
詠
じ

　
た
る
な
り
）

　
（
野
外
の
お
も
む
き
に
は
ま
だ
冬
の
き
ざ
し
も
見
え
な
い
の
に
、
な
ん
と
雪
が
は
る
か
な
峰
を
い
う
ど
っ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。

夕
日
の
ひ
か
り
の
な
か
に
秋
は
画
の
ご
と
く
、
天
空
に
白
雪
の
富
士
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
）
（
5
9
）
。

　
円
了
は
、
哲
学
堂
で
い
く
つ
も
漢
詩
を
作
っ
て
い
る
が
、
哲
学
堂
八
景
を
土
地
の
景
観
を
暗
示
す
る
語
か
ら
詩
題
へ
と
変
え
よ
う

と
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
四
聖
堂
を
建
て
た
と
き
か
ら
十
年
余
り
の
間
に
、
円
了
自
身
の
意
識
の

変
化
が
あ
り
、
景
物
す
べ
て
に
は
漢
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
と
想
像
す
る
。

　
円
了
が
読
ん
で
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
三
十
一
年
一
、
二
月
に
『
国
民
之
友
』
の
な
か
に
お
い
て
、
国
木
田
独
歩
が

「
今
の
武
蔵
野
」
と
い
う
題
で
『
武
蔵
野
」
を
発
表
し
て
い
る
〔
6
0
）
。
こ
こ
で
は
、
独
歩
が
、
明
治
時
代
中
期
の
武
蔵
野
に
お
い
て

「
美
」
と
感
じ
た
景
観
が
記
さ
れ
て
い
る
。
円
了
が
哲
学
堂
の
あ
る
野
方
の
地
に
感
じ
た
情
趣
に
つ
い
て
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら

簡
単
に
述
べ
た
い
。

　
独
歩
は
、
武
蔵
野
の
地
理
的
な
範
囲
は
、
多
摩
川
と
隅
田
川
（
6
1
）
を
中
心
に
神
田
川
流
域
や
玉
川
上
水
と
い
っ
た
も
の
が
流
れ
て
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い
る
と
こ
ろ
と
記
し
て
い
る
。
落
葉
広
葉
樹
の
林
が
特
色
で
あ
り
、
春
の
新
緑
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に
、
霞
、
雨
、
月
、
風
、

霧
、
時
雨
、
雪
と
い
っ
た
も
の
に
趣
が
感
じ
ら
れ
る
。
川
沿
い
の
低
地
に
は
水
田
が
あ
り
、
丘
陵
は
畑
と
林
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ

ら
が
混
然
と
入
り
交
じ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
軍
隊
の
演
習
の
音
が
聞
こ
え
る
の
も
勇
壮
な
良
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
雪
を
抱

く
富
士
山
に
夕
陽
が
沈
む
と
き
に
雲
が
黄
金
色
に
染
ま
る
風
情
も
あ
げ
て
い
る
。
武
蔵
野
は
富
士
山
に
代
表
さ
れ
る
西
の
山
々
だ
け

で
な
く
、
そ
の
な
か
に
東
京
と
い
う
都
市
を
内
包
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
素
晴
ら
し
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
都
市
と
も
田
舎
と
も
言

え
な
い
郊
外
と
い
う
中
間
的
な
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
「
大
都
会
の
生
活
の
名
残
と
田
舎
の
生
活
の
余
波
と
が
此
処
で
落
合
っ
て
、

緩
か
に
う
ー
．
つ
を
巻
い
て
居
る
よ
う
に
思
は
れ
る
」
と
、
ど
ち
ら
に
も
属
す
と
い
う
両
属
性
が
持
つ
あ
や
ふ
や
さ
、
フ
ァ
ジ
ー
さ
と

い
っ
た
も
の
に
情
趣
を
求
め
て
い
る
（
6
2
）
。

　
こ
れ
ら
に
見
ら
れ
る
景
観
は
、
作
庭
家
の
岡
田
憲
久
の
庭
園
造
作
に
た
い
す
る
意
見
を
借
り
れ
ば
、
「
自
然
豊
か
な
国
土
は
多
く

の
恵
み
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
日
本
人
は
、
何
時
も
自
然
を
畏
れ
敬
っ
て
き
た
。
身
の
周
り
に
自
然
の
断
片
を
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
も
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
自
然
と
い
つ
も
共
に
あ
ろ
う
と
し
、
自
然
へ
の
思
い
を
表
し
、
自
然
を
通
し
て
そ
の
奥
に
も

の
ご
と
の
本
質
を
感
じ
取
ろ
う
と
し
て
き
た
」
（
6
3
）
と
い
う
日
本
人
の
思
い
に
つ
い
て
は
円
了
に
も
共
通
す
る
こ
と
が
、
こ
の
哲
学

堂
か
ら
詠
ん
だ
詩
句
に
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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5
．
哲
学
堂
八
景
の
現
状

　
前
島
の
『
哲
学
堂
公
園
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
も
三
十
年
以
上
の
月
日
が
経
っ
て
い
る
の
で
、
哲
学
堂
八
景
の
現
状
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。

　
富
士
暮
雪
は
、
開
園
か
ら
百
年
以
上
の
歳
月
の
間
に
哲
学
堂
公
園
内
の
樹
木
が
生
長
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
園
内
で
も
高
所
に



あ
る
三
学
亭
や
六
賢
台
か
ら
で
も
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
に
、
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
近
辺
の
開
け
た
地
点
や

旧
野
方
配
水
塔
の
上
か
ら
で
あ
れ
ば
、
白
山
の
東
洋
大
学
か
ら
同
様
、
現
在
で
も
望
む
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
中
野
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
昭
和
十
年
代
に
絶
対
城
の
上
か
ら
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
富
士
山
を
の
ぞ
む
写

真
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
6
4
）
。

　
御
霊
帰
鴉
は
、
葛
谷
御
霊
神
社
が
、
建
物
は
明
治
時
代
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
道
を
隔
て
て
相
対
し
て
い
る
。
御
霊
神

社
は
拝
殿
が
東
向
き
で
あ
り
、
哲
学
堂
に
背
を
向
け
て
い
る
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
明
治
四
十
二
年
の
地
図
で
は
、
ま

だ
間
の
道
が
通
っ
て
い
な
い
こ
と
、
御
霊
神
社
か
ら
東
に
拡
が
る
落
合
地
域
に
あ
っ
た
旧
葛
ヶ
谷
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
社
林
と
い
う
規
模
で
は
な
い
が
、
何
本
か
の
杉
の
大
木
が
境
内
東
側
に
生
え
て
お
り
、
境
内
に

影
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
側
に
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
新
宿
区
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
力
石
が
六
つ
置
か
れ

て
い
る
（
6
5
）
。
ま
た
、
西
側
に
も
樹
が
生
え
て
い
る
。

　
玉
橋
秋
月
は
、
哲
学
堂
の
拡
張
に
よ
り
、
哲
学
堂
公
園
の
南
東
側
入
り
口
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
四
村
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

妙
正
寺
川
の
護
岸
工
事
や
掘
り
下
げ
工
事
が
行
わ
れ
、
明
治
の
こ
ろ
と
は
橋
の
光
景
も
随
分
と
変
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
氷
川
夕
照
は
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
水
田
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
住
宅
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
江
古
田
氷
川
神
社
は
変
わ
ら
ず
に
あ

り
、
七
百
年
続
く
祭
事
で
あ
る
江
古
田
獅
子
舞
が
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
（
6
6
）
。
ま
た
、
神
社
北
側
の
国
立
中
野
療
養
所
は
、
江
古

田
の
森
公
園
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　
薬
師
晩
鐘
も
、
新
井
薬
師
梅
照
院
が
変
わ
ら
ず
に
あ
り
、
徳
川
秀
忠
の
五
女
東
福
門
院
和
子
の
が
ン
ッ
病
を
治
し
た
眼
病
に
効
く

薬
師
仏
で
あ
る
と
信
仰
を
集
め
て
い
る
（
6
7
）
。
た
だ
、
夕
方
に
撞
く
鐘
の
音
は
都
市
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
ま
っ
た
く
聞
く
こ
と
が

出
来
な
い
。
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古
田
落
雁
は
、
哲
学
堂
公
園
の
西
側
で
合
流
す
る
妙
正
寺
川
の
支
流
で
あ
る
江
古
田
川
が
、
護
岸
工
事
な
ど
に
よ
り
、
昔
氾
濫
を

し
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
小
さ
な
流
れ
と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
。

　
鼓
岡
晴
嵐
は
、
昭
和
時
代
に
工
場
が
建
っ
て
い
た
妙
正
寺
川
対
岸
の
低
地
に
は
、
遊
水
池
を
兼
ね
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
場
と
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
ち
、
そ
の
南
側
の
丘
上
は
、
立
錐
の
余
地
な
く
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
お
り
、
練
兵
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
と
は
想
像

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
魔
松
夜
雨
は
、
天
狗
松
は
、
昭
和
八
年
に
枯
れ
た
た
め
伐
採
さ
れ
、
現
在
は
跡
の
み
が
残
っ
て
い
る
（
6
8
）
。
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6
．
哲
学
堂
に
お
け
る
八
景
の
意
味

　
ま
ず
、
「
瀟
湘
八
景
」
の
八
光
景
と
は
、
立
地
面
か
ら
帆
掛
け
舟
が
遡
航
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
港
に
戻
る
船
を
歌
う
帰

帆
の
代
わ
り
に
、
ね
ぐ
ら
に
帰
る
カ
ラ
ス
を
歌
う
帰
鴉
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
こ
の
帰
鴉
以
外
の
状
景
は
一
般
的
な
八

景
が
持
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
と
合
致
し
て
い
る
。

　
四
聖
堂
だ
け
か
ら
の
哲
学
堂
八
景
で
は
、
座
敷
に
お
い
て
感
じ
る
景
観
で
あ
る
。

　
哲
学
堂
八
景
は
方
角
の
面
か
ら
、
四
聖
堂
の
四
方
正
面
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
場
所
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
、
東
側
の
御
霊
帰

鴉
、
南
側
の
鼓
岡
晴
嵐
、
西
側
の
富
士
暮
雪
と
魔
松
夜
雨
と
い
う
風
景
が
あ
る
。
そ
し
て
、
場
所
を
直
接
目
に
で
き
な
い
南
方
の
玉

橋
秋
月
と
薬
師
晩
鐘
、
西
方
の
氷
川
夕
照
と
古
田
落
雁
と
い
う
二
つ
ず
つ
の
状
景
と
分
類
で
き
る
。
四
聖
堂
と
い
う
一
点
か
ら
感
じ

ら
れ
る
周
囲
の
状
景
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
東
西
に
あ
る
御
霊
神
社
と
氷
川
神
社
と
い
う
二
つ
の
神
社
、
東
に

生
え
る
御
霊
神
社
の
杉
と
西
の
哲
学
堂
の
松
と
い
う
二
種
の
植
物
と
い
う
二
組
の
対
が
あ
る
。
南
方
は
、
川
を
隔
て
て
見
え
る
鼓
岡

と
音
の
み
が
届
く
薬
師
、
西
方
は
、
川
沿
い
に
拡
が
る
古
田
と
す
ぐ
十
数
メ
ー
ト
ル
近
さ
の
魔
松
と
対
に
な
っ
て
い
て
、
「
川
」
を



対
象
に
い
れ
て
い
な
が
ら
、
も
う
一
方
の
遠
近
を
変
え
る
と
い
う
変
化
を
持
っ
て
い
る
。

　
瀟
湘
八
景
の
「
夜
雨
」
は
、
全
体
が
秋
か
ら
冬
の
景
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
少
納
言
が
『
枕
草
子
』
に
お
い
て
、
雨
は
出
な
い

が
、
「
夏
は
夜
」
と
し
て
「
雨
な
ど
降
る
も
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、
日
本
古
典
的
な
感
覚
で
は
「
雨
の
夜
」
と
い
う
と
夏
で
あ
っ

た
と
思
う
。
円
了
は
、
十
一
月
頃
の
夜
に
降
る
時
雨
の
幽
玄
さ
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
雨
音
も
高
い
夏
の
夜

の
雨
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
円
了
の
記
述
か
ら
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
た
だ
し
、
博
識
な
円
了
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

瀟
湘
夜
雨
が
冬
の
状
景
で
あ
る
と
知
っ
て
い
て
、
冬
の
状
景
と
し
て
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

　
そ
も
そ
も
哲
学
堂
の
地
を
購
入
し
た
と
き
は
、
ま
だ
最
寄
り
と
な
る
駅
が
目
白
駅
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
二
十
四
、
五
丁
（
約

二
．
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
距
離
が
あ
り
、
人
力
車
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
ま
で
記
し
て
い
る
（
6
9
）
。

こ
の
明
治
三
十
七
年
の
「
哲
学
堂
の
記
」
に
は
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
近
い
中
野
駅
か
ら
の
行
路
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
（
7
0
）
。
そ

し
て
、
『
哲
学
堂
案
内
』
で
は
、
道
程
が
五
つ
に
増
え
て
い
る
（
7
1
）
。
こ
の
駅
か
ら
の
距
離
に
、
哲
学
堂
八
景
の
選
定
に
は
、
と
く
に

人
力
車
の
こ
と
ま
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
高
雅
さ
と
は
裏
腹
な
不
便
さ
が
な
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
感
じ
を
受
け
る
。

　
当
初
の
哲
学
堂
八
景
は
、
学
校
移
転
予
定
地
と
し
て
、
遠
近
の
風
景
が
よ
く
精
神
修
養
に
向
い
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
文
句
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
哲
学
堂
に
七
十
七
場
が
整
備
さ
れ
て
く
る
と
、
自
ら
を
研
讃
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
思
索
な
ど
を
し
な
く

と
も
、
居
な
が
ら
に
し
て
八
景
を
感
じ
ら
れ
る
、
訪
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
宣
伝
文
句
に
変
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
学

校
予
定
地
と
私
設
公
園
と
い
う
場
の
目
的
の
違
い
に
よ
り
「
哲
学
堂
八
景
」
と
い
う
も
の
が
果
た
す
役
割
が
変
化
し
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
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7
．
ま
と
め

　
前
島
は
、
哲
学
堂
八
景
を
「
大
正
初
期
の
哲
学
堂
周
辺
の
田
園
風
趣
を
遺
憾
な
く
示
す
も
の
」
⌒
7
2
）
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、

選
定
時
期
は
、
そ
れ
よ
り
も
二
十
年
近
く
前
の
明
治
三
十
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
中
期
ま
で
田
園
が
残
っ
て
い
た
江

古
田
地
域
で
あ
る
の
で
、
現
在
の
西
武
新
宿
線
が
通
っ
て
い
な
い
大
正
初
期
に
な
っ
て
も
、
選
定
し
た
明
治
三
十
七
年
と
景
観
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
東
京
の
郊
外
地
域
と
し
て
典
型
的
な
場
所
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
も
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

　
哲
学
堂
八
景
は
、
四
聖
堂
と
い
う
一
つ
の
建
物
の
な
か
か
ら
感
じ
ら
れ
る
景
観
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
具
体
的
で
あ
ろ
う
が
抽

象
的
で
あ
ろ
う
が
、
八
つ
の
別
の
場
所
か
ら
感
じ
る
状
景
を
数
え
あ
げ
る
、
風
景
に
つ
い
て
定
め
た
、
多
く
の
八
景
と
異
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
哲
学
堂
へ
と
場
が
拡
が
る
と
、
場
内
名
勝
で
あ
る
魔
松
夜
雨
と
借
景
で
あ
る
ほ
か
の
七
つ
の
景
観
へ
と
空
間

的
な
変
化
が
見
ら
れ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
景
観
で
あ
っ
た
。

　
円
了
は
、
勝
海
舟
を
は
じ
め
と
す
る
華
族
階
級
と
の
交
際
を
持
っ
て
い
た
が
、
自
身
は
巷
間
に
あ
る
］
庶
民
で
あ
り
た
い
と
、

常
々
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
哲
学
館
大
学
学
長
を
退
隠
し
た
後
、
哲
学
堂
主
と
し
て
、
民
間
に
あ
っ
て
広
く
国
民
を
啓
蒙
す
る
活

動
を
行
い
、
ま
た
、
精
神
修
養
的
公
園
と
し
て
四
聖
堂
を
整
備
発
展
さ
せ
た
私
設
公
園
を
作
ろ
う
と
し
た
。
哲
学
堂
の
地
を
、
自
ら

の
隠
居
所
と
し
て
専
有
す
る
よ
り
も
、
こ
の
先
長
く
に
渡
っ
て
多
数
の
人
々
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
心
の
研
鑑
を
積
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
の
哲
学
堂
を
四
聖
堂
と
改
称
し
、
他
に
模
範
と
な
る
よ
う
な
教
育
的
、
倫
理
的
、
哲
学
的

に
優
れ
た
人
を
顕
彰
す
る
建
物
を
建
て
た
。
ま
た
、
哲
学
用
語
を
付
し
た
場
所
名
を
つ
け
、
人
々
に
哲
学
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
そ

の
場
所
場
所
に
お
い
て
「
人
間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
品
格
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
そ
の
よ
う
な

公
園
に
、
借
景
と
し
て
、
「
哲
学
堂
八
景
」
の
景
色
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
の
座
敷
か
ら
庭
を
見
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る
形
で
あ
る
一
点
集
中
型
と
、
室
町
時
代
以
降
の
園
内
を
周
遊
す
る
形
の
回
遊
型
の
両
方
を
、
見
所
と
し
て
兼
ね
備
え
て
い
る
。
ま

た
、
立
地
が
妙
正
寺
沿
い
の
渓
谷
部
分
の
唯
物
園
・
唯
心
庭
と
丘
上
の
時
空
岡
に
別
れ
、
そ
の
間
を
趣
向
が
様
々
な
何
本
も
の
通
路

が
結
ん
で
い
る
。
四
聖
、
六
賢
、
三
学
、
三
祖
と
い
う
哲
学
者
・
思
想
家
と
し
て
顕
彰
す
る
べ
き
人
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
農
村
が

拡
が
る
東
京
の
西
郊
に
民
間
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
誰
で
も
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。

【
注
】

（
1
）
ほ
か
に
名
数
と
関
連
す
る
見
る
べ
き
も
の
の
集
積
と
し
て
、
「
七
不
思
議
」
が
あ
る
。
紀
元
前
二
世
紀
に
フ
ィ
ロ
ン
が
書
い
た
「
世
界
の

　
　
七
不
思
議
」
や
、
円
了
の
出
身
地
で
あ
る
現
在
の
新
潟
県
に
関
連
す
る
越
後
七
不
思
議
、
親
鷺
上
人
七
不
思
議
（
日
立
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド

　
　
サ
ー
ビ
ス
編
『
マ
イ
ペ
デ
イ
ア
電
子
辞
書
版
』
、
日
立
シ
ス
テ
ム
ア
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
〇
六
年
）
、
そ
し
て
、
東
京
で
有
名
な
本
所
七

　
　
不
思
議
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
記
載
を
見
て
い
な
い
。

（
2
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
国
立
環
境
研
究
所
研
究
報
告
、
N
o
．
一
九
七
、
国
立
環
境
研
究
所
、

　
　
二
〇
〇
七
年
。

（
3
）
石
立
裕
子
、
綿
抜
豊
昭
「
日
本
で
選
定
さ
れ
た
「
八
景
」
の
景
物
に
つ
い
て
」
『
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
七
（
二
）
、
「
図
書
館

　
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
」
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
、
三
十
三
～
三
十
九
頁
。

（
4
）
榊
原
映
子
「
日
本
の
八
景
デ
ー
タ
」
、
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、
百
六
頁
。

（
5
）
藤
田
洋
治
・
和
田
康
一
郎
「
“
ま
ち
づ
く
り
”
“
ま
ち
お
こ
し
”
と
し
て
の
「
八
景
」
ー
現
代
の
八
景
を
中
心
に
ー
」
『
東
京
成
徳
短
期
大

　
　
学
紀
要
』
第
四
二
号
、
東
京
成
徳
短
期
大
学
、
二
〇
〇
九
年
、
百
五
頁
。

（
6
）
榊
原
映
子
「
日
本
の
八
景
デ
ー
タ
」
、
百
八
～
百
四
十
五
頁
。

（
7
）
井
上
円
了
「
哲
学
堂
の
由
来
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
五
百
六
十
頁
。

　
　
円
了
が
、
哲
学
堂
を
公
園
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
感
化
を
受
け
た
か
ど
う
か
の
判
別
つ
か
な
い
が
、
幸
田
露
伴
は
、
明
治
三
十
二
年
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に
書
い
た
『
一
国
の
首
都
』
の
な
か
で
、
「
公
園
は
都
府
の
肺
臓
」
、
「
精
神
上
の
響
抑
を
医
し
」
、
「
精
神
の
洗
濯
場
」
と
公
園
の
効
用
を

　
　
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
空
間
が
拡
が
り
草
木
が
繁
っ
て
い
る
公
園
は
、
「
人
民
を
し
て
空
気
と
光
線
と
の
妙
作
用
を
味
は
し
め
、
公
園

　
　
内
の
散
策
遣
遥
を
以
て
労
を
医
し
気
を
養
ふ
こ
と
の
最
も
経
済
的
に
し
て
最
も
衛
生
的
に
、
ま
た
最
も
道
徳
的
な
る
こ
と
を
覚
ら
し
む
る

　
　
は
、
実
に
都
府
の
有
す
べ
き
設
備
と
し
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
の
設
備
た
る
」
と
し
て
、
上
野
公
園
と
芝
公
園
の
ほ
か
に
、
東
西
、
中
央
に

　
　
も
う
一
つ
ず
つ
気
を
養
う
公
園
を
持
つ
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
（
幸
田
露
伴
『
一
国
の
首
都
』
、
岩
波
文
庫
、
頁
百
二
～
百
九
）
。

（
8
）
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
第
六
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。

（
9
）
松
村
明
編
「
大
辞
林
』
第
三
版
、
三
省
堂
、
二
〇
〇
六
年
。

（
1
0
）
小
学
館
『
大
辞
泉
』
編
集
部
編
「
大
辞
泉
』
増
補
・
新
装
版
、
小
学
館
、
一
九
九
八
年
。

（
1
1
）
日
本
大
辞
典
刊
行
会
「
日
本
国
語
大
辞
典
　
縮
刷
版
』
第
八
巻
、
小
学
館
、
一
九
八
一
年
。

（
1
2
）
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
群
典
』
縮
篤
版
巻
二
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
六
年
。

（
1
3
）
芳
賀
徹
「
風
景
の
比
較
文
化
史
　
　
「
瀟
湘
八
景
」
と
「
近
江
八
景
」
」
『
比
較
文
学
研
究
』
五
〇
、
東
京
大
学
比
較
文
学
會
、
↓
九
八
六

　
　
年
、
四
頁
。

（
1
4
）
こ
の
瀟
湘
八
景
の
順
番
は
、
沈
括
の
「
夢
渓
筆
談
』
に
記
さ
れ
る
順
番
で
あ
る
。
論
文
に
よ
っ
て
こ
の
順
序
は
一
定
し
て
い
な
い
。

（
1
5
）
張
小
鋼
「
浮
世
絵
に
映
る
瀟
湘
八
景
　
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
人
に
お
け
る
異
文
化
受
容
の
空
間
意
識
」
『
金
城
学
院
大
学
論
集
』

　
　
人
文
科
学
編
第
四
巻
第
一
号
、
金
城
学
院
大
学
、
二
〇
〇
七
年
、
三
十
六
頁
。

（
1
6
）
芳
賀
徹
「
風
景
の
比
較
文
化
史
ー
「
瀟
湘
八
景
」
と
「
近
江
八
景
」
」
五
頁
。

（
1
7
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
「
八
景
の
伝
播
と
分
布
」
、
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
「
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、
十
三
頁
。

（
1
8
）
芳
賀
徹
「
風
景
の
比
較
文
化
史
　
　
「
瀟
湘
八
景
」
と
「
近
江
八
景
」
」
四
頁
。

（
1
9
）
歌
欣
、
李
雄
、
章
俊
華
「
中
国
「
八
景
」
文
化
の
発
展
研
究
概
況
」
、
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、

　
　
十
七
頁
。

（
2
0
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
「
八
景
の
伝
播
と
分
布
」
、
十
二
頁
。

（
2
1
）
張
小
鋼
「
浮
世
絵
に
映
る
瀟
湘
八
景
－
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
入
に
お
け
る
異
文
化
受
容
の
空
間
意
識
」
三
十
九
頁
。

（
2
2
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
「
八
景
の
伝
播
と
分
布
」
、
十
三
頁
。
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（
2
3
）
芳
賀
徹
「
風
景
の
比
較
文
化
史
ー
「
瀟
湘
八
景
」
と
「
近
江
八
景
」
」
、
十
三
頁
。

（
2
4
）
石
立
裕
子
、
綿
抜
豊
昭
「
日
本
で
選
定
さ
れ
た
「
八
景
」
の
景
物
に
つ
い
て
」
、
三
十
五
頁
。

（
2
5
）
石
立
裕
子
、
綿
抜
豊
昭
「
日
本
で
選
定
さ
れ
た
「
八
景
」
の
景
物
に
つ
い
て
」
、
三
十
五
頁
。

（
2
6
）
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
東
京
日
日
新
聞
社
主
催
、
鉄
道
省
後
援
で
「
日
本
新
八
景
」
が
選
定
さ
れ
た
際
に

　
　
選
ば
れ
た
、
「
日
本
百
景
」
や
「
日
本
二
十
五
勝
」
な
ど
も
「
八
景
」
の
一
種
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
2
7
）
西
田
正
憲
「
八
景
・
百
景
等
の
風
景
の
定
数
化
と
現
代
に
お
け
る
展
開
」
、
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動

　
　
向
』
、
三
十
六
～
三
十
七
頁
。

（
2
8
）
鈴
木
信
宏
「
東
京
の
八
景
‥
江
戸
八
景
に
み
る
移
ろ
い
と
そ
の
構
造
」
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、

　
　
四
十
八
～
五
十
二
頁
。

（
2
9
）
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
1
・
上
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
十
八
年
、
三
～
八
頁
。

（
3
0
）
『
哲
學
堂
圓
書
館
目
録
復
刻
版
』
、
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
五
年
。
特
定
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
編
集
委
員
会
編
『
新
編
哲
学
堂

　
　
文
庫
目
録
』
、
東
洋
大
学
付
属
図
書
館
、
一
九
九
七
年
。

（
3
1
）
井
上
円
了
「
南
船
北
馬
集
第
九
編
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
八
年
、
七
十
五
頁
。

（
3
2
）
井
上
円
了
「
館
主
巡
回
日
記
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
東
洋
大
学
、
↓
九
九
七
年
。

　
　
こ
こ
で
は
、
明
治
二
三
年
＝
月
に
、
哲
学
館
に
た
い
す
る
寄
付
を
募
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
滋
賀
県
各
地
を
巡
講
し
て
い
る
が
、

　
　
講
演
以
外
で
は
人
を
訪
ね
る
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
3
3
）
井
上
円
了
「
南
船
北
馬
集
第
五
編
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
三
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
。

（
3
4
）
井
上
円
了
「
西
航
日
録
」
「
井
上
円
了
選
集
』
第
二
三
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
三
年
、
百
八
十
九
～
百
九
十
三
頁
。

　
　
『
図
録
　
東
洋
大
学
一
〇
〇
年
』
（
東
洋
大
学
、
一
九
八
七
年
）
に
収
め
ら
れ
た
写
真
で
み
る
と
、
こ
の
邸
宅
は
、
石
造
で
あ
る
が
、
当

　
　
時
の
白
山
原
町
の
校
舎
（
現
在
の
東
洋
大
学
白
山
第
一
キ
ャ
ン
パ
ス
）
と
同
じ
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
の
建
物
で
あ
る
。

（
3
5
）
0
8
巴
Φ
呂
昌
で
バ
ー
リ
ー
を
調
べ
る
と
、
バ
ー
リ
ー
は
リ
ー
ズ
市
の
北
西
数
キ
ロ
の
場
所
に
あ
り
、
市
街
中
心
地
と
は
、
リ
ー
ズ
大
学

　
　
を
挟
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
、
リ
ー
ズ
市
の
都
市
部
分
の
広
が
り
に
よ
り
、
都
市
周
縁
部
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
7
↑
8
ミ
ヨ
名
゜
。
°

　
　
鵬
O
O
σ
q
一
〇
・
∩
O
㌣
＼
∋
毛
。
。
、
二
〇
］
一
年
一
月
十
日
閲
覧
）
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（
3
6
）
井
上
円
了
「
南
半
球
五
万
哩
」
『
井
上
円
了
選
集
』
、
第
二
三
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
三
年
、
四
百
三
十
～
四
百
三
十
二
頁
。

（
3
7
）
『
井
上
円
了
選
集
』
の
解
説
は
、
「
落
葉
」
が
「
落
陽
」
と
誤
植
が
あ
り
、
秋
の
落
ち
葉
が
美
し
い
と
い
う
詩
の
風
情
と
そ
ぐ
わ
な
い
。

（
3
8
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、
百
九
頁
。

（
3
9
）
井
上
円
了
「
日
本
周
遊
奇
談
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
三
百
十
頁
。

（
4
0
）
宮
脇
俊
三
「
最
長
片
道
切
符
の
旅
』
、
新
潮
文
庫
、
］
九
八
三
、
四
六
頁
。

　
ま
た
、
国
泰
寺
は
昭
和
五
十
八
年
に
選
定
さ
れ
た
厚
岸
町
の
観
光
十
景
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

（
4
1
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、
百
八
頁
。

（
4
2
）
井
上
円
了
「
日
本
周
遊
奇
談
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
三
百
二
十
七
頁
。

（
4
3
）
青
木
陽
二
、
榊
原
映
子
編
『
八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向
』
、
百
二
十
六
頁
。

（
4
4
）
井
上
円
了
「
日
本
周
遊
奇
談
」
「
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
三
百
二
十
五
～
三
百
二
十
八
頁
。

（
4
5
）
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
1
・
上
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、
三
十
二
～
三
十
三

　
　
頁
。

（
4
6
）
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
1
・
上
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、
三
十
二
頁
。

　
　
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
通
史
編
1
（
東
洋
大
学
、
一
九
九
三
年
、
）
六
百
七
十
七
頁
に
も
、

　
　
「
た
だ
し
内
部
装
飾
は
四
月
一
日
の
落
成
式
に
は
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
八
月
に
も
ま
だ
中
途
で
あ
っ
た
と
い
う
。
」
と
あ
る
。

（
4
7
）
井
上
円
了
述
、
井
上
玄
一
編
『
哲
学
堂
案
内
』
、
財
団
法
人
哲
学
堂
事
務
所
、
一
九
一
五
年
（
一
九
二
〇
年
増
補
改
訂
三
版
）
、
七
～
八

　
　
頁
。

（
4
8
）
円
了
は
「
城
」
と
す
る
が
、
源
平
の
一
二
〇
〇
年
頃
に
、
和
田
義
盛
が
、
出
身
地
で
も
な
い
、
地
頭
と
し
て
補
任
さ
れ
た
だ
け
の
土
地

　
　
に
城
を
築
く
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
と
思
う
。

（
4
9
）
井
上
円
了
「
哲
界
一
瞥
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
七
年
。

（
5
0
）
前
島
康
彦
『
哲
学
堂
公
園
』
郷
学
舎
、
一
九
八
〇
年
。

（
5
1
）
井
上
円
了
「
哲
界
一
瞥
」
、
七
十
三
頁
。
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（
5
2
）
井
上
円
了
「
哲
学
堂
の
由
来
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
五
百
六
十
頁
。

（
5
3
）
井
上
円
了
述
「
哲
学
堂
案
内
』
、
二
十
九
～
三
十
一
頁
。

（
5
4
）
前
島
康
彦
『
哲
学
堂
公
園
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
漢
詩
の
う
ち
、
四
番
目
、
五
番
目
、
九
番
目
の
三
作
に
た
い
し
て
三
十
六
頁
か
ら
三
十

　
　
七
頁
に
か
け
て
読
み
下
し
が
さ
れ
て
い
る
。

（
5
5
）
三
浦
節
夫
「
井
上
円
了
と
哲
学
堂
一
〇
〇
年
」
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
二
年
、
五
十
四
頁

（
5
6
）
前
島
康
彦
『
哲
学
堂
公
園
』
、
三
十
五
～
三
十
六
頁
。

（
5
7
）
井
上
円
了
述
『
哲
学
堂
案
内
』
、
三
十
頁
、
漢
詩
三
番
目
。

（
5
8
）
井
上
円
了
述
「
哲
学
堂
案
内
』
、
三
十
頁
、
漢
詩
四
番
目
。

（
5
9
）
井
上
円
了
「
南
船
北
馬
集
第
三
編
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
五
百
七
十
九
頁
。

（
6
0
）
国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」
『
国
木
田
独
歩
　
宮
崎
湖
処
子
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
二
十
八
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二

　
　
十
八
頁
。

（
6
1
）
こ
の
隅
田
川
は
、
現
在
の
新
岩
淵
水
門
で
本
流
か
ら
別
れ
る
荒
川
分
流
の
隅
田
川
と
、
そ
こ
よ
り
上
流
の
荒
川
部
分
を
合
わ
せ
た
川
で

　
　
あ
ろ
う
。

（
6
2
）
『
国
木
田
独
歩
　
宮
崎
湖
処
子
集
』
、
二
十
九
～
五
十
九
頁
。

（
6
3
）
岡
田
憲
久
「
日
本
の
庭
こ
と
は
じ
め
』
、
T
O
T
O
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
九
十
六
頁
。

（
6
4
）
二
〇
一
〇
年
五
月
二
十
五
日
に
更
新
さ
れ
た
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
中
野
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⊂
カ
↑
÷
〔
肩
＼
＼
≦
≦
≦
n
」
「
吉
。
犀
く
O
匿
冨
o
巳
σ
q
も
＼
合
℃
ぐ
」
㎝
ω
O
O
O
＼
匹
巳
O
忘
O
古
§
一
（
二
〇
一
一
年
一
月
十
日
閲
覧
）
。

（
6
5
）
新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⊂
刃
国
…
宮
壱
‥
＼
＼
乏
≦
＜
『
ゆ
鴉
゜
。
亨
防
三
己
妄
F
o
こ
O
＼
臼
・
巨
9
⊆
芥
⊆
－
月
匡
写
畏
⊆
＼
O
⊂
ひ
【
庁
－
宮
己
＼
°
・
古
o
N
o
°
・
け
5
0
＼
ひ
O
°
。
1
吉
訂
一
ー

　
　
∋
ヲ
N
。
ざ
＼
ひ
⊆
コ
江
O
ぺ
9
宮
ヨ
一
（
二
〇
二
年
一
月
十
日
閲
覧
）
。

（
6
6
）
中
野
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⊂
カ
［
‥
巨
ξ
ミ
乞
≦
乏
∩
身
8
斥
∨
o
自
呉
9
ρ
貢
冒
＼
廿
コ
0
8
1
日
5
2
∋
＼
°
・
で
2
心
巨
白
巴
゜
・
二
σ
q
g
o
ζ
－
蚕
巨
宮
ざ
合
゜

　
　
コ
耳
∋
W
ω
（
二
〇
一
一
年
一
月
十
日
閲
覧
）
。

（
6
7
）
新
井
薬
師
梅
照
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
⊂
勾
巨
‥
言
□
＼
≧
≦
＜
巴
巴
ぷ
π
⊂
c
・
古
一
゜
o
ご
廿
＼
づ
①
呉
芦
゜
宮
己
一
（
二
〇
一
一
年
一
月
十
日
閲
覧
）
。

（
6
8
）
前
島
康
彦
『
哲
学
堂
公
園
』
、
三
十
六
頁
。
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（
6
9
）
東
洋
大
学
創
立
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
東
洋
大
学
百
年
史
』
資
料
編
1
・
上
、

（
7
0
）
井
上
円
了
「
哲
学
堂
の
由
来
」
『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
五
百
五
十
七
頁
。

（
7
1
）
井
上
円
了
述
「
哲
学
堂
案
内
』
、
「
道
順
」
。

（
7
2
）
前
島
康
彦
『
哲
学
堂
公
園
』
、
三
十
五
頁
。

東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年
、
三
十
三
頁
。
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